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６月２４日　経済建設常任委員会所管事務調査（大谷第１揚水機現地調査）

農林水産課の所管事務調査を実施
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議会だよりは
こちらからも
Ｃｈｅｃｋ！

会議録の一覧
はこちらから

8月号の主な内容
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審
議
結
果

　６月１６日に開会した令和３年第２回蘭越町議会定例会は、会期を２日間としましたが、付議され
た案件が全部終了したため、同日閉会しました。
　町から提案の条例３件、工事請負契約の締結３件、補正予算６件を慎重に審議のうえ、原案どお
り可決しました。
　また、請願１件については一部採択とし、議員全員で構成する特別委員会を設置し、これに付託
することに決定しました。
　意見書案１件ついては原案どおり可決、繰越明許費繰越計算書の報告など報告５件と、閉会中の
継続調査申出書３件の承認を行いました。

議　　案 件　　　名　　　等 結　果

議案第１号 蘭越町ふるさとの丘キャンプ場設置及び管理条例 原案可決

議案第２号 蘭越町国民健康保険税条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第３号 蘭越町ふれあいの郷の設置及び管理に関する条例の一部を改正する条例 原案可決

議案第４号 工事請負契約の締結について（御成橋橋梁補修工事） 原案可決

議案第５号 工事請負契約の締結について（交流促進センター幽泉閣温泉熱利用改修
機械設備工事） 原案可決

議案第６号 工事請負契約の締結について（貝の館改修工事） 原案可決

議案第７号 令和３年度蘭越町一般会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第８号 令和３年度蘭越町国民健康保険特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第９号 令和３年度蘭越町簡易水道事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第１０号 令和３年度蘭越町農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号） 原案可決

議案第１１号 令和３年度蘭越町温泉旅館幽泉閣事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決

議案第１２号 令和３年度蘭越町一般会計補正予算（第３号） 原案可決

第２回定例会審議結果
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審
議
結
果

　令和３年２月１２日に核のゴミいらない町民の会から提出された「蘭越町に放射性物質等を持ち込
ませない条例」の制定を求める請願については、第１回定例会において３月１８日に議員全員で構成
する請願審査特別委員会が設置・付託され、委員長に熊谷雅幸議員、副委員長に永井浩議員が選考
されました。
　請願審査特別委員会は５月１９日に開催され、条例を制定することを求める請願趣旨については「採
択」、請願に添付された条例案については、委員会において様々な意見が出されたことから、この
まま条例として採択することは難しいとの判断により「不採択」と決定し、６月１６日開会の第２回
定例会で委員長から報告されました。
　なお、議員全員で構成する（仮称）蘭越町に特定放射性廃棄物を持ち込ませない条例を制定する
特別委員会を設置・付託し、その中で議論を深め蘭越らしい条例を制定できるよう審議されること
となり、委員長に熊谷雅幸議員、副委員長に永井浩議員が選考されております。

議　　案 件　　　名　　　等 結　果

請願第１号
蘭越町に放射性物質等を持ち込ませない条例制定を求める請願
※請願審査特別委員会報告は、条例を制定することを求める請願趣旨に
ついては「採択」条例案については「不採択」

一部採択

意見書案第１号
自治体財政の充実・強化に関する意見書
※ 提出者：難波修二議員ほか４人

原案可決

報告第１号 繰越明許費繰越計算書について（令和２年度蘭越町一般会計） 報 告 済

報告第２号 繰越明許費繰越計算書について（令和２年度蘭越町簡易水道事業特別会
計） 報 告 済

報告第３号 繰越明許費繰越計算書について（令和３年度蘭越町農業集落排水事業特
別会計） 報 告 済

報告第４号 令和２年度蘭越町情報公開条例及び蘭越町個人情報保護条例の運用状況
について 報 告 済

報告第５号 例月出納検査結果報告 報 告 済

承認第１号 閉会中の継続調査申出書（総務文教常任委員会） 承　　認

承認第２号 閉会中の継続調査申出書（経済建設常任委員会） 承　　認

承認第３号 閉会中の継続調査申出書（議会運営委員会） 承　　認

核のゴミを持ち込ませない条例制定に向けて
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審
議
結
果

　

主
な
議
案
の
一
部
の
審
議
結
果
を

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

◆
令
和
３
年
６
月
１６
日

　

第
２
回
定
例
会

蘭
越
町
ふ
る
さ
と
の
丘
キ
ャ
ン
プ
場
設

置
及
び
管
理
条
例

蘭
越
町
ふ
る
さ
と
の
丘
リ
ン
リ
ン
公

園
内
の
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
跡
地
を
利

用
し
た
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
が
７
月

に
完
成
す
る
こ
と
か
ら
、
蘭
越
町
ふ

る
さ
と
の
丘
リ
ン
リ
ン
公
園
の
設
置

及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
を
廃
止
し
、

新
た
な
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

御
成
橋
橋
梁
補
修
工
事
、
交
流
促
進

セ
ン
タ
ー
幽
泉
閣
温
泉
熱
利
用
改
修

機
械
設
備
工
事
、
貝
の
館
改
修
工
事

に
係
る
請
負
契
約
の
締
結
を
し
た
も

の
で
す
。

令
和
３
年
度
蘭
越
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
２
号
）

人
事
異
動
等
に
伴
う
人
件
費
の
増
減

額
分
の
措
置
、
旧
湯
里
小
学
校
屋
根

等
修
理
外
４
２
０
万
７
千
円
、
消
費

喚
起
対
策
事
業
（
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品

券
）
６
９
０
万
円
、
子
育
て
世
帯
生

活
支
援
特
別
給
付
金
２
７
５
万
円
、

強
い
農
業
・
担
い
手
づ
く
り
総
合
支

援
事
業
１
，
５
７
２
万
６
千
円
、
畑

作
構
造
転
換
事
業
１
，
１
５
９
万

４
千
円
、
森
と
木
の
里
セ
ン
タ
ー
室

内
・
外
壁
修
理
外
３
６
１
万
８
千
円

な
ど
、
１
億
２
万
２
千
円
を
追
加
し

ま
し
た
。

令
和
３
年
度
蘭
越
町
簡
易
水
道
事
業
特

別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

道
道
北
尻
別
蘭
越
停
車
場
線
水
道
管

布
設
替
工
事
設
計
委
託
料
５
８
０
万

円
を
追
加
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
蘭
越
町
農
業
集
落
排
水
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

蘭
越
地
区
農
業
集
落
排
水
処
理
施
設

汚
泥
乾
燥
設
備
ボ
イ
ラ
ー
取
替
修
理

１
，
５
７
３
万
円
な
ど
、
１
，
５
８

６
万
６
千
円
を
追
加
し
ま
し
た
。

令
和
３
年
度
蘭
越
町
一
般
会
計
補
正
予

算
（
第
３
号
）

蘭
越
町
緊
急
経
営
対
策
融
資
事
業
３

０
０
万
円
な
ど
、
３
７
８
万
円
を
追

加
し
ま
し
た
。

主
な
審
議
結
果
内
容

　町政への要望や意見を議会に提出することができます。

　議員の紹介のあるものを請願、ないものを陳情と呼ん

でいます。

　提出された陳情・請願は、議会運営委員会で協議し、

付託された委員会で審査することに決定したものは慎重

に審査され、本会議で最終的に採択か不採択になります。

　採択されたものは、町長などにその結果を伝え実現を

図ります。

みんなの声を町政に
「陳情」「請願」をご存じですか？
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一
般
質
問

　６月16日に開会した令和３年第２回蘭越町議会定例会では、１名の議員から１本の一般
質問が提出されました。
　内容を要約してお知らせしますので、詳細については町のホームページに載せている会
議録をご覧になるか、蘭越町役場３階議会事務局で閲覧ください。

一 般 質 問
令和３年第２回定例会

　一般質問とは、議員個人に与えられた権利であり、町政全般
について、町の姿勢、計画、事務事業、予算執行などについて、
町が町民のために適切に仕事をしているか議員がチェックする
機会であり、年に４回（３月、６月、９月、１２月）の定例会期
間中に行われます。
　議会議員は、町長と同様に選挙で選ばれた公選職であり、人
数は違えど、町民の審判を仰ぎ、町民の代表である立場として
は同等です。
　このため、議会議員には、行政とともに町政をけん引する車
輪の役割だけでなく、行政が町民感覚や町民目線からかけ離れ
たらブレーキをかけて、計画どおりに町政が進まないときには
アクセルを踏む、こうした役割を担っています。
　まさに、一般質問は、これらの役割を発揮するために与えら
れた政策論議の舞台と言えます。

Ｑ. 一般質問とは？

■質問者一覧
 

金　安　英　照 議員

「らんらん号」の祝日運行について
６Ｐ
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一
般
質
問

 

金
安  

英
照
議
員 　

本
町
の
交
通
体
系

に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
ら
ん
ら

ん
号
」
の
運
行
に
関
し
て
、
昨
年
は
増

便
さ
れ
た
「
ら
ん
ら
ん
号
」
運
行
の
検

証
に
つ
い
て
、
そ
れ
以
前
も
デ
マ
ン
ド

バ
ス
へ
の
提
案
、
Ｊ
Ｒ
の
ダ
イ
ヤ
改
定

に
伴
う
乗
り
入
れ
な
ど
、
毎
年
の
よ
う

に
一
般
質
問
で
挙
げ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

利
用
さ
れ
る
町
民
皆
さ
ん
の
要
望
を

全
て
叶
え
る
こ
と
は
、
大
変
難
し
い
こ

と
で
す
が
、
利
便
性
向
上
の
た
め
に
は
、

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
飽
く
な
き
試
行
錯
誤

の
繰
り
返
し
と
、
そ
の
積
み
重
ね
も
大

切
な
の
で
は
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
現
状
は
平
日
の
み
運
行
さ

れ
て
い
る
「
ら
ん
ら
ん
号
」
に
つ
い
て
、

祝
祭
日
に
も
運
行
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

　

何
ら
か
の
条
件
付
き
で
も
運
行
で
き

な
い
も
の
か
伺
い
ま
す
。

 

金
町
長 　

ら
ん
ら
ん
号
の
利
用
実
態

を
把
握
す
る
た
め
に
、
令
和
元
年
１0
月

か
ら
１１
月
に
か
け
て
の
１
か
月
間
、
利

用
者
１
８
１
人
を
対
象
に
、
運
転
手
の

聞
き
取
り
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

し
、
週
２
回
か
ら
３
回
へ
の
増
便
に
つ

い
て
は
満
足
が
9１
％
、
少
な
い
が
７
％
、

今
後
の
運
行
方
針
に
つ
い
て
は
現
状
維

持
が
78
％
、
増
便
希
望
が
９
％
と
い
う

結
果
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
ら
ん
ら
ん
号
を
利
用
さ
れ

て
い
る
方
の
祝
祭
日
の
利
用
希
望
に
つ

い
て
は
把
握
し
て
い
ま
せ
ん
の
で
、
広

く
再
度
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
、
潜

在
的
な
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
祝
祭
日
の

利
用
希
望
が
一
定
程
度
あ
る
場
合
は
、

利
用
者
の
希
望
に
沿
っ
た
対
応
も
必
要

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

公
共
交
通
の
整
備
は
、
地
域
の
要
で

あ
り
、
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
た
め
に
は
、
隈
な
く
町
内
の

移
動
が
可
能
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
が
重
要
で
す
の
で
、
引
き
続
き
、

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・
確
保
・
改
善

に
努
め
、
状
況
に
応
じ
て
デ
マ
ン
ド
交

通
な
ど
の
導
入
も
検
討
を
し
な
が
ら
、

利
用
者
の
利
便
性
に
配
慮
し
た
交
通
手

段
の
確
保
を
進
め
た
い
。

 

金
安
議
員 　

町
民
か
ら
相
談
を
受
け
、

ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
イ
ー
ク
の
よ
う
な
連
休

に
な
る
と
、
買
い
物
等
に
行
け
ず
大
変

な
思
い
を
し
た
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、
先
日
お
越
し
に
な
ら
れ
た
方

の
話
で
は
、
移
動
手
段
が
な
い
者
に
と

っ
て
、
連
休
が
来
る
と
思
う
と
憂
鬱
だ

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

今
は
、
離
れ
て
暮
ら
す
家
族
と
も
な

か
な
か
会
え
ず
、
家
に
い
て
も
コ
ロ
ナ

の
こ
と
で
不
安
に
な
っ
た
り
す
る
の
で
、

気
分
転
換
も
含
め
休
み
の
日
に
出
か
け

た
い
と
の
話
も
聞
い
て
お
り
、
切
実
な

問
題
だ
な
と
大
変
痛
感
し
ま
し
た
し
、

こ
の
町
の
方
々
に
慟
哭
さ
せ
て
は
な
ら

な
い
、
畏
怖
の
念
を
抱
か
せ
て
は
な
ら

な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

独
居
老
人
の
方
や
交
通
弱
者
の
方
の

共
通
の
悩
み
ど
こ
ろ
は
、
連
休
の
過
ご

し
方
、
自
分
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
の
か
と
い
う
不
安
が
非

常
に
強
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と

懸
念
し
て
い
ま
す
。

 
金
町
長 　

議
員
に
相
談
を
さ
れ
た
方
々

が
、
交
通
弱
者
と
い
う
部
分
で
す
の
で
、

そ
の
方
々
が
町
の
色
々
な
制
度
や
団
体
に

関
わ
る
制
度
な
ど
、
周
知
も
含
め
て
行

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
す
し
、

ら
ん
ら
ん
号
の
祝
日
運
行
に
関
し
て
は
、

再
度
、
利
用
者
の
皆
さ
ん
か
ら
ア
ン
ケ

ー
ト
を
取
り
、
今
後
の
対
応
に
つ
い
て

検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 

金
安
議
員 　

ら
ん
ら
ん
号
の
運
行
に

関
し
て
、
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
に
当
た

る
祝
日
に
、
例
え
ば
午
前
中
の
便
の
運

行
が
あ
れ
ば
、
土
日
の
分
も
し
っ
か
り

と
買
い
物
が
で
き
、
良
い
週
末
、
良
い

連
休
を
皆
さ
ん
に
過
ご
し
て
い
た
だ
き

た
い
な
と
い
う
願
い
を
込
め
て
、
質
問

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
内
に
は
、
気
さ
く
に
声
を

か
け
て
、
買
い
物
や
病
院
に
連
れ
て
行

っ
て
く
だ
さ
る
方
々
が
、
ど
の
地
区
に

も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
相
互
扶

助
の
観
点
か
ら
も
移
送
形
態
が
確
立
さ

れ
れ
ば
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

自
治
体
、
社
会
福
祉
法
人
、
新
た
に

輸
送
を
担
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
よ
り
、

住
民
が
ド
ラ
イ
バ
ー
登
録
を
し
て
、
こ

の
広
い
町
内
を
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
な

蘭
越
ス
タ
イ
ル
の
確
立
に
繋
が
れ
ば
と

願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

 

金
町
長 　

内
部
で
現
状
行
っ
て
い
る
事

業
等
も
検
証
し
、
次
に
施
策
と
し
て
で
き

る
こ
と
が
な
い
の
か
、
色
々
な
連
携
を

し
た
部
分
の
中
で
で
き
な
い
か
検
討
し

な
が
ら
、
ま
た
、
議
員
か
ら
の
非
常
に

素
晴
ら
し
い
案
も
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

よ
り
良
い
次
の
段
階
に
行
け
る
よ
う
努

力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「
ら
ん
ら
ん
号
」
の
祝
日
運
行
に
つ
い
て
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議
会
の
動
き

◆
４
月
23
日
（
金
）
に
常
任
委
員
会
を

開
催
し
、
令
和
３
年
度
蘭
越
町
議
会
活

動
計
画
と
し
て
、
議
会
全
体
の
活
動
計

画
と
各
常
任
委
員
会
の
活
動
計
画
が
協

議
さ
れ
、
次
の
と
お
り
取
り
進
め
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

■
議
会
全
体
の
活
動
計
画

①
委
員
会
活
動
と
研
修
事
業
の
充
実

・�

常
任
委
員
会
の
活
性
化
、
行
政
視
察

研
修
の
実
施

②
第
６
次
蘭
越
町
総
合
計
画
の
推
進

・�

前
期
実
行
計
画
の
着
実
な
推
進
の
検

証
③
文
献
調
査
に
関
す
る
決
議
の
対
応

・�

関
係
機
関
に
対
す
る
要
請
行
動
等
の

実
施

④�

第
５
回
「
町
民
と
の
意
見
交
換
会
」

の
実
施

・�

昨
年
中
止
し
た
意
見
交
換
会
の
開
催

【
総
務
文
教
常
任
委
員
会
活
動
計
画
】

①
機
敏
な
常
任
委
員
会
運
営

・�

適
切
な
所
管
事
務
調
査
実
施
と
委
員

会
運
営
の
充
実

②
当
面
す
る
懸
案
事
項
の
調
査
研
究

・�

統
合
診
療
所
の
運
営
や
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
等
の
状
況
調
査

③
請
願
及
び
陳
情
案
件
の
審
議
推
進

・�

継
続
調
査
中
の
請
願
及
び
陳
情
案
件

の
早
期
審
議

　

委
員
長　
　

難　

波　

修　

二

　

副
委
員
長　
　

向　

山　
　
　

博

　

委　
　

員　
　

冨　

樫　

順　

悦

　

委　
　

員　
　

栁　

谷　
　
　

要

　

委　
　

員　
　

田　

村　

陽　

子

（
所
管
課
は
、
総
務
課
、
税
務
課
、
住

民
福
祉
課
、
健
康
推
進
課
、
教
育
委
員

会
）

　

７
月
15
日

（
木
）に
教
育
委

員
会
（
学
校
訪

問
含
む
）
の
管

事
務
調
査
を
行

い
ま
し
た
。

　

調
査
意
見
に
つ
い
て
は
、
後
日
の
議

会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

【
経
済
建
設
常
任
委
員
会
活
動
計
画
】

①�

所
管
事
務
調
査
に
つ
い
て
は
、
所
管

課
ご
と
に
開
催
す
る

・�

所
管
事
務
調
査
を
丁
寧
に
行
う
た
め
、

所
管
課
ご
と
の
開
催
に
努
め
る

②�

第
６
次
総
合
計
画
に
係
る
事
務
・
事

業
の
推
進
状
況
の
点
検
及
び
調
査

・�

経
済
建
設
常
任
委
員
会
が
所
管
す
る

部
署
（
課
）
に
係
る
事
務
事
業
の
点

検
・
調
査
に
努
め
る

③�

総
務
文
教
常
任
委
員
会
委
員
の
参
加

を
含
め
た
所
管
事
務
調
査
の
充
実

④�

所
管
事
務
に
関
す
る
議
案
、
意
見
書
、

決
議
、
請
願
（
陳
情
）
に
対
し
て
の

調
査
・
審
議
の
徹
底
と
充
実

　

委
員
長　
　

永　

井　
　
　

浩

　

副
委
員
長　
　

赤　

石　

勝　

子

　

委　
　

員　
　

熊　

谷　

雅　

幸

　

委　
　

員　
　

金　

安　

英　

照

　

委　
　

員　
　

淀　

谷　
　
　

融

（
所
管
課
は
、
農
林
水
産
課
、
農
業
委

員
会
、
商
工
労
働
観
光
課
、
建
設
課
）

　

６
月
24
日
（
木
）
に
農
林
水
産
課
、

７
月
27
日
（
火
）
に
建
設
課
と
商
工
労

働
観
光
課
の
所
管
事
務
調
査
を
行
い
ま

し
た
。

　

調
査
意
見
に
つ
い
て
は
、
後
日
の
議

会
だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

議
会
の
動
き

　所管事務調査とは、常任委員会が自主的に所管する事務について
行う調査です。
　地方自治法第1０９条第２項に、「常任委員会は、その部門に属する
当該普通地方公共団体の事務に関する調査を行い、議案、請願等を
審査する。」と規定されています。
　町政の各分野における課題の解決に向けて調査を行い、具体的な
政策や施策を提案するものです。

Ｑ. 所管事務調査とは？
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議
会
日
誌

５
月
19
日

蘭
越
町
に
放
射

性
物
質
等
を
持

ち
込
ま
せ
な
い

条
例
を
制
定
す

る
こ
と
を
求
め

る
請
願
審
査
特

別
員
会

６
月
９
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

蘭
越
町
議
会
運
営
委
員
会

６
月
11
日

例
月
出
納
検
査
（
監
査
委
員
）

６
月
16
日

蘭
越
町
議
会
運
営
委
員
会

蘭
越
町
議
会
第
２
回
定
例
会

蘭
越
町
議
会
全
員
協
議
会

６
月
24
日

経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調

査
（
農
林
水
産
課
調
査
）

６
月
25
日
（
倶
知
安
町
）

羊
蹄
山
ろ
く
消
防
組
合
議
会
第
１
回

臨
時
会
（
永
井
議
員
、
金
安
議
員
）

６
月
30
日

総
務
文
教
常
任
委
員
会

７
月
２
日
（
小
樽
市
）

衆
議
院
議
員 

中
村
裕
之
政
経
セ
ミ

ナ
ー
（
冨
樫
議
長
）

７
月
８
日

（
仮
称
）
蘭

越
町
に
特
定

放
射
性
廃
棄

物
を
持
ち
込

ま
せ
な
い
条

例
を
制
定
す

る
特
別
委
員

会
７
月
12
日

例
月
出
納
検
査
（
監
査
委
員
）

７
月
15
日

総
務
文
教
常

任
委
員
会
所

管
事
務
調
査

７
月
21
日

総
務
文
教
常

任
委
員
会

７
月
27
日

経
済
建
設
常
任
委
員
会
所
管
事
務
調

査

　

７
月
３
日
、
初
め
て
土
石
流
の
ラ
イ

ブ
映
像
を
視
る
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
進
化
で
、

ど
こ
に
い
て
も
配
信
さ
れ
た
映
像
を
視

聴
で
き
ま
す
。

　

土
石
流
か
ら
間
一
髪
逃
れ
た
乗
用
車
、

避
難
す
る
消
防
士
と
消
防
車
輛
、
そ
の

前
を
荒
く
れ
た
龍
の
如
く
家
屋
や
車
、

そ
し
て
住
民
を
飲
み
込
み
、
道
路
を
滑

り
落
ち
る
土
石
流
・・・
大
変
衝
撃
的
で

し
た
。

　

６
月
か
ら
９
月
の
間
の
梅
雨
前
線
や

台
風
に
よ
る
線
状
降
水
帯
の
発
生
に
よ

る
豪
雨
（
記
録
的
大
雨
）
で
、
近
年
毎

年
の
よ
う
に
甚
大
な
災
害
が
発
生
し
て

い
ま
す
。

　

過
去
に
も
、
平
成
26
年
８
月
20
日
に

広
島
県
で
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
多
く

の
家
屋
や
人
命
を
失
い
ま
し
た
。

　

こ
の
度
の
熱
海
の
方
々
も
、
私
も
そ

う
で
し
た
が
、
我
が
町
で
土
石
流
に
よ

り
、
住
宅
や
人
命
を
失
う
と
は
思
い
も

よ
ら
ず
、
広
島
の
ニ
ュ
ー
ス
を
視
て
い

た
と
思
い
ま
す
。

　

行
政
と
議
会
は
、
住
民
の
生
命
財
産

を
守
る
こ
と
が
一
番
の
仕
事
で
す
。

　

昨
年
全
戸
配
布
し
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ
を
、
今
一
度
ご
確
認
い
た
だ
き
ま
す

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
　
永
井
　
浩

編  

集  

後  

記

議
会
日
誌
蘭
越
町
議
会
議
員
・

議
長
の
動
き

　
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

　

傍
聴
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
議

会
開
催
日
に
役
場
３
階
議
会
事
務

局
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

議
会
の
定
例
会
は
３
月
、
６
月
、

９
月
、
12
月
に
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

臨
時
会
は
必
要
の
都
度
、
開
催

さ
れ
ま
す
。

　

開
催
日
は
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員

委
員
長　

向　

山　
　
　

博

副
委
員
長　

永　

井　
　
　

浩

委　
　

員　

田　

村　

陽　

子

委　
　

員　

金　

安　

英　

照

委　
　

員　

淀　

谷　
　
　

融

議
会
か
ら
の

　
　
お
知
ら
せ
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